
東京都立武蔵高等学校附属中学校 

解答例 

適性検査Ⅰ 

文章Ａ
言葉をゆたかにすることによって、自分をゆたかに

できる。（27 字） 
20 点 

問題１ 

文章Ｂ
言葉づかいの迷いと選たくは、物の考え方、感じ方

につながる。（29 字） 
20 点 

（一）
言葉の使い方を考えることが、自分らしさを表現す

ることにつながる。（32 字） 
15 点 

１ 

問題２ 

（二） 省略 45 点 

 
適性検査Ⅱ 

問題１ 

きょう給熱量を見ると、米は、昭和３５年に比べて、昭和４

５年には約４分の３に減り、平成１８年には約２分の１に減

っている。ちく産物は、昭和３５年に比べて、昭和４５年に

は約２．３倍に増え、平成１８年には約４．５倍に増えてい

る。昭和３５年ころは米をたくさん食べていたが、その後、

米を食べるわり合が減り、肉などをとるわり合が多くなった。 

15 点 

問題２ 
発てんと上国を中心に、人口が急に増えていて、これからも

増えていく。また、食用以外に使われているこく物のわり合

が多くなっている。 

15 点 

家庭けい生ごみの量は、事業けい生ごみの量の２倍以上であ 

り、家庭から出る生ごみの中で、食べ残しや手つかずの食品

などが３９％もすてられている。 

15 点 

１ 

問題３ 
選んだ番号 （ ② ） 

冷ぞう庫の中にある食品の消費期限などを確にんして使う。 
5 点 

２ 問題１ ① 

選んだもの （ １ ）分間泡
あわ

立
だ

てたもの 

「５分間あわ立てたもの」の焼き上がりは、きめ細

かいすき間が全体に広がっているが、それと比べて

「１分間あわ立てたもの」はすき間がほとんどない。 

10 点 

 



 

問題１ ② 

「５分間あわ立てたもの」の「らん液」には、きめ

細かいあわが多いが、それと比べて「１分間あわ立

てたもの」の「らん液」には大きなあわしかなく、

焼くとあわが消えてなくなっているから。 

10 点 

２ 

問題２ 

①一次発酵について選んだもの（ Ａ ） 

②保存について選んだもの（ Ａ ） 

③行動予定  

    前日の午後 

― 1:00 
     

― 2:00 
     

― 3:00 材料の計量とパン生地作り（３時）  
     

― 4:00 室温（２０℃）で一次発こう始め（４時） 
     

― 5:00 
     

― 6:00 
     

― 7:00 
     

― 8:00 一次発こう終わり、パン生地を冷ぞう庫に 

保ぞんする（８時） 
      

― 9:00 就
しゅう

寝
しん

（9 時） 

    ～ 

    当日の午前 

― 6:00 
 

― 7:00 起しょう（７時） 
          

― 8:00 パンの成形と二次発酵始め（8時） 

        

― 9:00 朝食（9時） 

 

30 点 

 

～ 

二次発酵終わり、パンを焼き始める 

（8時 30 分） 

 

あ 
 

な 
 

た 
 

の 
 

計 
 

画 

パン生地を冷ぞう庫から出す(７時５５分) 



適性検査Ⅲ 
問

題

１ 

置き時計のはりが１０分進む間に、かい中時計のはりがどれだけ進むか

調べてそれを６倍する。 
15
点

問

題

２ 

選んだ時計（置き時計） ７２時間 
選んだ時計（置き時計とかい中時計） ３０日後 

15
点

１ 

問

題

３ 

十かんが１回りする間に、十二支は２つずつずれていく。そのときに十

二支が元にもどるのは十かんが６回りしたときだから、１０×６で６０

年目になる。 

15
点

少ない 

問

題

１ 

なべの中の多量のスープよりも、うつわやスプーンに入れた少量のスー

プの方が早く冷める。また、図２と図３を見ると、７０℃から４０℃に

冷めるまでの時間は、はるきくんたちのはんが約３０分、となりのはん

が約２０分で、となりのはんの方が冷めるのが早い。そこで、早く冷め

たとなりのはんの方が、水の量が少ないと考えた。 

10
点

 

10
点２ 

問

題

２ 

セ氏の温度の０℃～１００℃は、レーマーの温度では７．５度～６０度

である。レーマーの温度の１度は、セ氏の何℃になるかを計算すると、

１００÷（６０－７．５）で約１．９ ℃ となる。グラフから読み取っ

たセ氏の温度を１．９でわった答えに、７．５度を足せば、ほぼレーマ

ーの温度となるので、０分のときのセ氏約２０℃はレーマーの温度の約

１８度、同じように、５分のときの約８０℃は約５０度、９分のときの

約１００℃は約６０度となる。 

10
点



 
［温度計をつくる手順］ 

②(B)のガラス管を①の容器に差しこむ。 

③デジタル温度計となべとガスコンロを使って４０℃よ

り高い温度のお湯をつくり、火を止めてから②の容器の部

分をひたす。 

④ガラス管の上部をゴムせんでみっぷうし、お湯が冷めて

４０℃になったら、油性ペンを使って、ガラス管の中のア

ルコールの高さのところに４０℃の目もりを付ける。 

⑤なべの中を０℃の氷水に変え、②の容器の部分をひたし

、油性ペンを使ってガラス管の中のアルコールの高さのと

ころに０℃の目もりを付ける。 

⑥油性ペンと定規を使って、０℃と４０℃の目もりの間を

４０等分した目もりを付ける。 

15 点 

２ 問題３ 

［選んだガラス管］ （Ｂ） 

（Ｂ）のガラス管を選んだのは、アルコールの体積が増え

たとき、（Ａ）のガラス管よりも液の高さが大きく変化す

るので、より正確な温度計ができると考えたから。 

10 点 

 


